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新興国レポート
中国2020年1～2月主要経済指標大きく悪化
新型コロナウイルスの影響で前年同期比伸び率は過去最低
 中国国家統計局が3月16日発表した2020年1～2月の主要経済指標（前年同期比）は、新型コロナウ

イルスの影響で何れも過去最低を記録。
 中国の2020年1～3月期の実質ＧＤＰ（国内総生産）成長率（前年同期比）はマイナスになるとの見

方も。中国政府や中央銀行は、景気の腰折れを防ぐべく、更なる刺激策を実施か。
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出所）図表1～3はＣＥＩＣ、ブルームバーグデータをもとに
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（1）2020年1～2月の主要経済指標は過去最低
• 中国国家統計局は3月16日、2020年1～2月の主要経済

指標を発表しました。前年同期比伸び率が、新型コロ
ナウイルスの影響で何れも統計を遡れる範囲で初めて
マイナスとなり、過去最低を記録しました（図表1）。
中国の毎月の経済統計は、春節（旧正月）休暇の時期
がずれる影響をならすために1～2月分はまとめて公表
します。今回は新型コロナウイルスの影響を反映した
初めての統計となります。

• 1～2月の工業生産は工場の操業停止などから前年同期
比13.5％減少しました。2019年1～2月の同5.3％増か
らは20ポイント近くの減少幅となっています。主要生
産品である自動車（同46.1％減）やパソコン（同
28.9％減）の減少が目立っています（図表1、2）。1
～2月の小売売上高は、小売店や飲食店の休業等で同
20.5％減少しました。2019年1～2月の同8.2％増から
の減少幅は30ポイント近くに達しています（図表1）。
モノの販売では、自動車（同37.0％減）、家電（同
30.0％減）等、耐久消費財の落ち込みが目立っていま
す。一方、食品は同9.7％増と比較的堅調でした(図表3)。

• オフィスビルや工場の建設など固定資産投資も1～2月
は同24.5％減少しました（図表1）。工場の操業停止等
により、貿易も低調でした。1～2月の輸出は同17.2％
減、輸入は同4.0％減となっています（図表1）。

（2）中国政府や中央銀行は更なる経済対策を発動か
• 上記の通り、新型コロナウイルスの感染拡大による工

場の操業停止等で、2020年1～2月の主要経済指標は大
きく悪化しています。3月に入っても、部品不足等で工
場の稼働率が上がらない状態等が続いているようです。
その結果、市場では中国の1～3月期実質ＧＤＰ成長率
（前年同期比）がマイナスに転じるとの見方が増えつ
つあるようです。中国政府は2020年までの10年間に実
質ＧＤＰ成長率を倍増させる目標を掲げています。中
国政府や中国人民銀行（中央銀行）はその実現に向け、
今後も財政出動や金融緩和等の景気刺激策を協調して
実施するものと思われます。

図表1： 主要経済指標の伸び率

図表2：工業生産及び自動車・パソコン生産

※前年同期比（輸出・輸入は米ドルベース）

図表3：食品や自動車等の販売額
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-13.5 5.3 -18.8
自動車 -46.1 -15.8 -30.3

パソコン -28.9 2.7 -31.6
-20.5 8.2 -28.7
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